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のための資料収集を今年も継続した。今年度、実地調査はできなかったものの、基本資料である編纂室所蔵の神崎驥一『日記』の翻刻を開始した。翻刻経験のある本学卒業生に委託しての事業であり、すでに一九一九年および二〇年の前半の翻刻を終え、 注記を開始している。こ 時代の 『日記』には、 神崎驥一が渋沢栄一 招聘 よって一時帰国し、渋沢が中心となっている国際連盟協会と 関わりや高等商業学部長としての仕事の一端が書かれていて興味深い。なお、本誌本号に掲載し 「戦間期関西学院における『恒久平和』運動について―神崎驥一、乾精末と国際連盟協会、排日移民法、太平洋問題調査会、軍 教練―」 （下）
においてはデジタル版『渋沢栄一伝記資料』を用いた神崎＝渋沢の交流関係を記述しているが、その交流関係を神崎驥一側資料で裏付ける作業でもある。この翻刻事業は長期にわたると考えられるが、順次『関西学院史紀要』に掲載する予定である。　
寿岳文章を軸とする関西学院文学部の英文科の教育・研
究を「 〔研究ノート〕関西学院〔高等学部文科〕の英語教育と研究―寿岳文章をめぐ 人びと―」として、一二月一四日、長岡京市中央生涯学習センターで開催されたＮＰＯ法人向 庵・公開研究会で報告した。この報告は、 「戦間期関西学院における『恒久平和』運動」と同時期に関西学院高等学部文科・文学部で行われていた英文学の教育・研究の実態を明らかにするもの あり、双方を明らかにすることで、戦間期の関西学院の社会運動、教育・研究の実態の一端を明らかにできると考えている。　
また、ＮＰＯ法人向日庵講演会（二月二三日、京都キャ











リスト教史Ｂ」において、明治期～戦後までのキリスト教主義大学について扱う回 中で、 訓令十 号とミッション・スクールの対応、関西学院の対応を教えている。また、神学部科目「メソジストの伝統と神学部」では、一九六八～一九七〇年頃の学園闘争期における関西学院、特に神学部の動向について、かなり詳しく年表や復刻資料などを用いながら講義を行っ いる。　
辻学研究員は、一九八〇年代に神学部教授として関西学
院に在籍した
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rouch 宣教師の活動内容を中心
として、当時の神学部、さらに他の各学部が、宣教師にどのような教育上の役割を期待し、また実際に与えていたかを調査した。調査内容は次年度に文章化して公表する予定である。　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　
（井上琢智）
